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「持続可能性に配慮した調達コード（案）」に関する意見募集の結果及び対応案 

 

・意見募集期間：2022 年 4 月 18 日（月）～2022 年 5 月 11 日（水） 

・意見提出方法：Eメール 

・意見書提出数：10 件（24 項目） 

 

No. 頁 行 意見等概要 対応案 

趣旨・適用範囲に関する意見等 

1 5 6 「ついて」が重複しているので、次の

ように修文してはどうでしょうか。 

文案「環境・社会・経済への影響につ

いて～」 

ご意見を踏まえ 5 ページを修正しま

す。 

2 5 7 「社会」が重複しているので、次のよ

うに修文してはどうでしょうか。 

文案「ポジティブな効果が広がり、環

境・社会・経済の分野に～」 

ご意見を踏まえ 5 ページを修正しま

す。 

3 5 15 「サステナブルな万博運営」を実現す

るための方策として、8～15 行目で環境

面のことだけ触れています。環境・社会・

経済の分野でのレガシーを残すことを目

指すのであれば、社会や経済についても

触れるべきではないでしょうか。 

ご意見いただいた部分については、基

本計画を踏まえて例示として記載したも

のです。6 ページ以降の持続可能性に関

する基準には社会や経済についても記載

していますので、問題ないと考えます。 

4 5 19 用語解説に「インクルーシブ」も追加

してはどうでしょうか。 

ご意見を踏まえ 3 ページに用語の意味

を追加します。 

共通基準に関する意見等 

5 7 21 「オフセット・スキーム」は、「・」は

不要ではないでしょうか。また、用語解

説に追加してはどうでしょうか。 

ご意見を踏まえ 7 ページを修正し、ま

た、3ページに用語の意味を追加します。 

6 7 23 「2.4 バリューチェーン全体を通した温

室効果ガスの低減に寄与する原材料等の

利用」 

意見内容： 

以下の通り追記願いたい。 

「サプライヤー等は、調達物品等の製造・

流通等において、バリューチェーン全体

を通して排出される温室効果ガスの低減

に寄与する原材料や部品を LCA（ライフ

サイクルアセスメント）の観点で選択し

て利用すべきである。特に、原材料につ

いては、製造段階の低減とともに廃棄後

のリサイクル性も十分考慮する必要があ

る。その例として、鋼材等のリサイクル

性の高い素材や低炭素型コンクリートな 

どの低炭素型原材料の使用等が挙げられ

る。」 

意見理由： 

本調達コードにおいては、ライフサイ

クルを通じたバリューチェーン全体の温

室効果ガスの低減に取り組むこととして

おり、それに寄与する原材料等の利用を

推奨することとしていますが、そのこと

をより明確にするために、ご意見を踏ま

え 7ページの 2.4 を一部修正します。 

また、鋼材等を含め、再生材料の使用

や使用後の再生利用（リサイクル）の推

奨については、2.5 や 2.6 にも明示して

おり、例示として適当なものと考えます。 

資料 3-3 
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本調達コード案の 5 ページ 12～13 行

目に「ライフサイクルを通じたバリュー

チェーン全体の温室効果ガスの低減にも

取り組む。」とある通り、温室効果ガスの

低減を図るにあたっては、LCA による定

量的評価が重要との観点を明確にすべ

き。 

また、原材料、とりわけ素材の選択に

あたっては、その素材の製造段階のみな

らず、使用後にリサイクルされているか

否かという視点も重要であることを強調

すべきである。鋼材については、主に天

然資源から製造される高炉材と、スクラ

ップから製造される電炉材は鉄鋼循環の

両輪であると共に、高炉材においてもス

クラップが大量に使用されているという

実態を鑑み、電炉材のみを想起しかねな

い「リサイクル鋼材」という表現ではな

く、「鋼材等のリサイクル性の高い素材」

という記載が適切である。 

7 7 25 リニューアブル・ディーゼル（RD）の使

用推奨に関して 

廃食油・獣脂（非可食）等を原料とし

て製造されるリニューアブル・ディーゼ

ル（RD）は、廃棄物の循環を実現し、かつ

CO2 の排出量をライフサイクルアセスメ

ント（LCA）ベースで 70～90％削減する事

が出来る現実的な軽油の代替燃料です。 

それ故に、博覧会協会が掲げる「EXPO 

2025 グリーンビジョン」において、その

「核となる対策の候補」である次世代燃

料の選択肢のひとつと考えられ、大阪・

関西万博の持続可能な運営の実現に大き

く貢献する事が出来ます。 

RD は、会場建設現場での建機・重機の

燃料、会場の発電機用の燃料、会場に資

機材・物資を搬入するトラック及び来場

者が利用するバス等の燃料として利用す

る事が可能です。 

上記の通り幅広い分野で CO2 排出の削

減が可能な RDに付いて、博覧会協会より

各事業者に対して、調達コードを通じて

その使用の推奨を行って頂ければと考

え、ここに提言させて頂くものです。 

CO2 排出量の削減に寄与するバイオ燃

料等の次世代燃料については、「EXPO 

2025 グリーンビジョン」において「核と

なる対策の候補」のひとつとして位置づ

けるなど、大阪・関西万博の持続可能な

運営に向けて、その導入に取り組んでい

きたいと考えています。 

本調達コードにおいては、バリューチ

ェーン全体を通した温室効果ガスの低減

に寄与する原材料等の利用を推奨するこ

ととしていますが、そのことをより明確

にするために、ご意見を踏まえ 7 ページ

の 2.4 を一部修正します。 

なお、今後策定予定のパビリオンタイ

プ A（敷地渡し方式）の工事・解体に係る

ガイドラインにおいても、建設機械にお

いてバイオ燃料等環境に配慮した燃料等

の採用を推奨することを別途検討してい

ます。 

8 7 29 3R+Renewable 及び循環経済の推進 追

記 

1.再使用を具体的に考慮した、樹種及

び形状で設計すべきである。例えば

断面形状や再加工に適した樹種を選

定等 

2.解体しやすい設計にすべきである。

木材の調達にあたっても、廃棄物の発

生抑制を最優先とし、解体しやすく再使

用しやすいものとすべきと考えていま

す。本調達コードにおいてそのことをよ

り明確にするために、ご意見を踏まえ 8

ページの 2.5 を一部修正します。 

なお、会場施設・設備等のリユース・
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（接合は解体しやすいボルト接合

等） 

3.施設をそのまま再利用するには再使

用先を見越した設計にすべきである 

（例えば、休憩所やトイレの場合、

汎用性の高い寸法・形状で設計し、

解体・再施工の容易なものにする） 

リサイクルを進めるための仕組みづくり

については、引き続き別途検討していき

ます。 

9 9 10 （特に世界人権宣言、〜等）と「等」を

入れてください。 

理由：条約等がない人権課題に関して

軽視されないため。 

該当部分は、人権に係る国際的な基準

の中でも「特に」ということの例示です。

遵守・尊重しなければならない対象とな

る基準で特に必要なものについては、わ

かりやすい情報提供に努めていきたいと

考えています。 

10 10 6 性的少数者（LGBT 等）と明記されてい

るのは素晴らしいと思います。 

ご意見の内容については、本調達コー

ドの策定・運用にあたって参考にさせて

いただきます。 

11 10 36 性的指向・性自認と明記されているの

は素晴らしいと思います。 

ご意見の内容については、本調達コー

ドの策定・運用にあたって参考にさせて

いただきます。 

12 12 9 「特に、日本経済の基盤を形成する中

小事業者も含めて、」は主語が分かりにく

いため、次のように修文してはどうでし

ょうか。 

文案「特に、日本経済の基盤を形成す

る中小事業者も含めて、大阪・関西万博

が～」 

ご意見を踏まえ 12 ページを修正しま

す。 

13 12 30 参考文献として、景品表示法も追記し

てはどうでしょうか。 

本調達コードに関連する個々の法令等

を参考文献として記載する予定はありま

せんが、本調達コードの運用にあたって

は、関連する法令等のわかりやすい情報

提供に努めていきたいと考えています。 

個別基準に関する意見等 

14 13 22 東京オリパラでは、農産物、畜産物、

水産物、パーム油の個別基準を策定して

いますが、大阪・関西万博では策定しな

いのでしょうか。会場内で飲食が提供さ

れるのであれば策定してもよいのではな

いでしょうか。 

本調達コードの物品別の個別基準につ

いては、東京オリパラを参考にしつつ、

まずは木材と紙について設定することと

しています。それ以外の農産物、畜産物、

水産物、パーム油などの個別基準の追加

については、引き続き検討していきます。 

15 18 3 対象が「博覧会協会、ライセンシー及

びパビリオン運営主体等」となっていま

すが、サプライヤーも含めるべきではな

いでしょうか。 

ご意見いただいた部分については、サ

プライヤー、ライセンシー及びパビリオ

ン運営主体等が調達する物品等に使用さ

れる木材を対象としており、それらのサ

プライチェーンから調達するものも含ま

れることは明確であると考えています。 

16 18  別添 (1)木材 追記 

1.再使用時に再加工を考慮した樹種を

選定する。 

2.解体後には出来るだけ再使用を優先

し、サーマルリサイクルは最終手段

にすべきである。 

木材の調達にあたっても、廃棄物の発

生抑制を最優先とし、解体しやすく再使

用しやすいものとすべきと考えていま

す。 

なお、解体・廃棄する場合の基準や再

使用（リユース）の評価のための手法等
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3.解体し廃棄せざるを得ない場合の基

準を設けるべきである。 

4.リユース率（木製資材・製品におけ

る欠損・破壊による交換・補修が必

要となる部材の割合）の評価をし、

協会への報告を義務化する。 

については、引き続き別途検討していき

ます。 

17 18 

22 

 木材、紙、及びパーム油等の原材料に

ついて、 

・「違法なものは調達しない・利用しな

い」とはっきり明記してください。 

・FSC 認証以外の、PEFC 認証・SGEC 認

証等は、その内容・評価において基

準が緩いために認証として認めない

でください。 

木材及び紙の個別基準においては、持

続可能性の観点から、原木等の生産され

た国又は地域における森林その他の採取

地に関する法令等に照らして手続きが適

切になされたものであることを求めてお

り、違法なものを調達・利用しないこと

は明確であると考えています。 

PEFC 及び SGEC による認証材について

は、本調達コードにおいて求める基準へ

の適合度が高いものとして原則認めるこ

ととしていますが、本調達コードの運用

においては、引き続き情報収集等に努め

て注視していきたいと考えています。 

なお、パーム油等の木材及び紙以外の

個別基準の追加については、引き続き検

討していきます。 

18 22 14 対象に「包装紙」も含めるべきだと思

います。 

ご意見を踏まえ 23 ページを修正しま

す。 

担保方法に関する意見等 

19 14 6 この調達コードは、大阪・関西万博が

どのように物品等を調達するかというこ

とをまとめたものです。ここではサプラ

イヤー等に遵守体制の整備を求めていま

すが、大阪・関西万博としての遵守体制

も明記すべきではないでしょうか。 

ご意見いただいた部分については、サ

プライヤー、ライセンシー及びパビリオ

ン運営主体等に対して調達コードの遵守

体制整備やサプライチェーンに対する調

査・働きかけを求めるものですが、本調

達コードは博覧会協会が調達する物品等

の全てを対象とするものであり、当然、

博覧会協会においても調達コードの遵守

に向けて必要な体制整備等に取り組みま

す。 

20 14 16 

21 

サプライヤー、ライセンシー及びパビ

リオン運営主体等に伝達や調査、働きか

け等を求めていますが、大阪・関西万博

も伝達や調査、働きかけ等を行う主体で

す。自明のことではありますが、敢えて

大阪・関西万博も明記することで、自ら

も取り組むことを内外に示すべきだと思

います。 

21 14 

14 

15 

10 

25 

15 

過去博の事例、オリパラ、直近の社会

情勢を踏まえて、持続可能な万博を実現

しようという意思が伺える調達コードを

整備されつつあると評価致します。その

上で、以下気づき事項をまとめますので、

ご検討をお願い致します。 

・「すべきである」「努める」という表

現が目立ち、回避を一定できるよう

になっていると読めます。実際の運

用上、係る表現が残ることに理解を

しつつ、5．担保方法については以下

本調達コードの運用においては、サプ

ライヤー、ライセンシー、パビリオン運

営主体等及びサプライチェーンをはじめ

とする関係者と共同して、本調達コード

の遵守に向けて取り組んでいくことが重

要であると考えています。 

ご意見を踏まえ 14 ページ及び 15 ペー

ジを一部修正します。 
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の通り、修正が必要ではないでしょ

うか。 

・(3)調達コードの遵守体制整備につ

いて、14 ページの 9行目「体制を整

備すべきである」とあるが、これは

義務規定とすべき。 

・(5)サプライチェーンに対する調査・

働きかけについて、14ページの24行

目サプライチェーンに対する調査や

働きかけを「可能な限り」行うべき

である、と文言を追加すべき。 

・(6)取組状況の記録化について、15ペ

ージの 14行目「提供できるような体

制を検討すべきである」とあるが、

「体制を整備すべきである」とすべ

き。 

その他の意見等 

22 3  サプライヤー：博覧会が契約を締結す

る物品・サービスの提供事業者とござい

ますが、パビリオン運営主体は、博覧会

協会が締結するサプライヤーから手配し

なければならない、というわけではなく、

調達先は協会が締結するサプライヤーだ

けでなく、その他の手配先からも選べる

と理解しました。この認識があっている

かどうかご教示いただきたいです。 

ご理解のとおり、パビリオン運営主体

については、博覧会協会が契約を締結す

る物品・サービスの提供事業者（サプラ

イヤー）から手配しなければならないと

いうわけではありません。 

なお、パビリオン運営主体等が大阪・

関西万博に関連して調達する物品等につ

いても、本調達コードの適用範囲に含ま

れます。 

23   現状の調達コード（案）におけるサイン

部材（横断幕）関連の記載について 

現状は国際的目線で、内容が十分では

ないと考えられます。 

今後の国際大会・イベントで目指すべき

こと 

横断幕・懸垂幕を「回収」し、「次世代

へ向けての啓蒙ツール」となる資材へ再

製品化。 

2025 万博レガシーとして 

1.国・大阪府の調達基準の国際目線に

準じた改訂の機会とする。 

2.機運醸成で各自治体で使用した横断

幕を再製品化して会期中の会場に設

置。会期後は各自治体で、万博レガ

シーとして活用。 

3.再製品を用いた SDGs 教育を通じて、

次世代へ持続的な活動の啓蒙。 

4.サイン部材（横断幕）の再製品化を、

2025 以降の国際大会・イベントにお

けるワールドスタンダードに。 

本調達コードに関しては、政府や地方

公共団体を含め広く社会に持続可能性を

重視する姿勢が定着するよう働きかけて

いくこととしています。 

また、ご意見いただいたサイン部材（横

断幕・懸垂幕）については、本調達コー

ドにおいて再使用・再生利用の取組みを

求めるとともに、より効果的な活用が図

られるよう引き続き別途検討していきま

す。 

24   先日のオンライン検討会を拝聴し、弊

社の事業 クリーニングとコスチュー

ム・ユニフォームの提供に関して検討出

本調達コードは、博覧会協会が調達す

る物品・サービス等の全てを対象として

おり、クリーニングサービスやコスチュ
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来ることを考えました。 

クリーニングサービスは必要なサービ

スではありますが、最終段階のサービス

の位置づけでもあり、見落とされがちな

サービスでもあります。しかし、工夫や

先端技術を組み入れることで大きく現状

を変えることも出来る産業です。 

下記のような内容が今後の調達コード

の対象となるのかなど、お教え頂きたい

と考えております。 

1)ISO やプライバシーマーク等の外部

団体の認定が基準となることはあります

か？ 

2)コスチューム・ユニフォームの提供

が SDGs を満たしているか？ 

①素材選び⇒リデュース・リサイクル

できる素材の提案 

②万博閉幕後の活用⇒パビリオンコス

チュームはレンタルコスチューム事業と

して再活用、又は地方の学校教材や学園

祭などへの貸出を検討 

3)クリーニングサービスの提供 

①納品時のビニール袋やプラスチック

素材の削減⇒衛生維持のためビニール袋

を使用した納品が多いが、開封＝ゴミと

なる。そのため、布帛を利用した納品を

考えていますが、調達コードの基準を満

たしますか？ 

②納品で使用する布帛は風呂敷等を念

頭にしています。万博閉幕後、記念とし

てクリーニング利用者にお渡しするか、

通常クリーニングまたはレンタル事業部

で再活用は SDGs の概念として認められ

るか？ 

③納品で利用する布帛等は災害時に物

資運搬の道具として認められますか？ 

④集配車と担当者の固定⇒クリーニン

グ業者の中には下請業者に依頼するた

め、配送人員責任所在や品質責任所在が

曖昧な場合があります。弊社は搬入～工

場仕上げまで一貫して社内対応をしま

す。こういった場合の品質維持やサービ

ス業における雇用や品質責任所在に関す

る調達コードは設定されますか？ 

4)集配車に排出基準など調達コードが

指定される可能性はありますか？ 

ーム・ユニフォームも対象となると考え

ていますが、現時点では、クリーニング

サービスやコスチューム・ユニフォーム

について、さらに個別に基準を設定する

予定はありません。本調達コードの運用

の詳細については、引き続き検討してい

きます。 

なお、持続可能性にも配慮したコスチ

ューム・ユニフォームやプラスチックの

削減については、引き続き別途検討して

いきます。 

 


